
 

 計算機能について 
 

４．剛、ピン、バネによる部材どうしの結合が可能（材端条件） 
 
 
 部材と部材の取り付き状態を「材端条件」といいます。部材の端部が曲げを伝えるか伝えないか（つまり

剛接合にするか、ピン節接合にするか）は材端条件で設定します。 
両端別々に、部材座標系のｘｙｚ各軸廻りに（つまり曲げのみの３自由度）おいて固定にするかしないかで

剛接合かピン接合かを指定出来ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 下の画面は、設定方法を示しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上図はＩ端側の材端条件を「ｚ軸周りのみ」固定を外した状態です。 

ねじり曲げ（ｘ軸回転）及び、強軸曲げ（ｙ軸回転）は固定されています。 

部材をダブルクリック 


